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〈巻末資料〉

稲盛和夫関連先行研究一覧（1983～ 2024）
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11号、25–47頁。
吉田健一（2023）「稲盛和夫と仏教思想」『鹿児島大学稲盛アカデミー研究紀要』第 12号、

1–31頁。
吉田健一（2024）「『盛和塾』機関誌における稲盛和夫氏の講演内容の分析」『鹿児島大学稲盛
アカデミー研究紀要』第 13号、1–27頁。

5．アーカイブズ・その他

稲盛和夫研究会編（2022）『稲盛和夫研究』第 1号。
稲盛和夫研究会編（2023）『稲盛和夫研究』第 2号。
稲盛和夫研究会編（2024）『稲盛和夫研究』第 3号。
梅崎修・塚田俊彦（2023）「稲盛ライブラリーのオーラルヒストリーについて：保存資料の紹
介」稲盛和夫研究会編『稲盛和夫研究』第 2号、91–102頁。
木村昌人（2022）「アーカイバル研究から見た稲盛ライブラリーの魅力と将来の可能性：渋沢
栄一記念財団での体験を通じて」稲盛和夫研究会編『稲盛和夫研究』第 1号、55–72頁。
辻村優英（2022）「稲盛和夫研究に資するアーカイブのための RDFグラフ構築の可能性に関す
るアクターネットワーク理論的視座からの考察」稲盛和夫研究会編『稲盛和夫研究』第 1号、
37–53頁。

（掲載基準・凡例）
・1983年から 2024年までに刊行された「稲盛和夫」に関連する学術論文・書籍、ケーススタ
ディ、その他研究史に影響を与える記事のうち、稲盛ライブラリーで収蔵または把握してい
る文献を対象とする（ただし、収蔵している論文のうち、修士論文は含めない）。
・書籍・論文の全体または一節の主題に「稲盛」「京セラ」「アメーバ経営」等を取り上げてい
るかどうかを掲載基準とする。
・文献の配列については、「著者－出版年」方式とし、「1．経営史・企業家史・事例研究」「2．
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アメーバ経営」「3．経営哲学・企業倫理」「4．思想史・足跡」「5．アーカイブズ・その他」
の研究分野ごとに、日本語文献は 50音順、英語文献はアルファベット順、中国語文献はピ
ンインのアルファベット順に従う。日本語文献、英語文献、中国語文献の順に配列する。
・同一著者が同一年に複数の論文・著書を刊行している場合は、（2024a）（2024b）のようにア
ルファベットで区別する。
・副題がある場合は国立国会図書館の表記に従い、「主題：副題」に統一する。
・出版社は初版刊行時とする。




